
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断幕について  美術部長 

今回の大運動会に向けての横断幕は、虎をモチーフに 

選びました。虎は、恐ろしく猛々(たけだけ)しいですが、 

守り神として登場することもあります。この横断幕では、 

威厳のある白い虎に桜馬場中学校を末永く見つめてほしいという願いを込めました。  

下のほうにある赤、青、黄、緑の線は、各群をつなぎ、それが桜中全体のつながりになることを表現しま

した。昨年の１０月ごろから原案を考え始め、春休みから本格的に制作を進めました。今回一番苦戦したの

は、布を縫い合わせて大きな一枚にする作業でした。２，３年の部員は少ないですが、協力して進めてきて

完成した時は「終わった…」とほっとしました。未熟な点もたくさんありますが、ぜひ近くでご覧ください。 

 

                    

 

 

感動と充実感にあふれた大運動会 
５月１８日（日）、天気が心配されましたが、無事、大運動会を開催することができました。 

予定より３０分遅れての開始となりましたが、ほぼ予定通りにプログラムを進め、運営もスムー

ズに行われました。朝から、普段より早く出勤した職員や生徒の皆さん、ＰＴＡ役員、サポーター

を中心とした保護者の方々が会場設営等の準備作業を行ってくれました。  

９時１５分、吹奏楽部の演奏とともに各学年の生徒たちが堂々と入場。開会式では、生徒会長さ

んが生徒代表あいさつ、実行委員長さんが力強い選手宣誓を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 紹介された横断幕は、来場者の目を引くもので 

あり、来場された方々が撮影をする姿も見られま 

した。私も、４月から少しずつ完成に近づいてい 

く横断幕に注目していましたが、本番に向けて、 

かなりのハイスピードで仕上げていたようです。  

美術部部長さんからも、作品の紹介がありまし 

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、競技のほうは各学年の１００ｍ走からスタート。その後、２００ｍ走、チャンス競技と続

きます。最後のコーナーを回って最後まで粘り強く走る姿、２位争いがそのままトップ争いになる

ような走りなどが見られました。会場は大歓声と大きな拍手で盛り上がります。 

長崎市立桜馬場中学校  学校教育目標   

                       令和７年５月２０日 

校長 廣瀬 忠義 

生徒代表あいさつ  生徒会長 

「進桜果敢～Creating the best smile～」いよいよ待ちに待った大運動会当日となりました。  

この日のために、朝、昼休み、そして放課後にクラスの皆さんがひとつになって、たくさん練習を積み重

ねてきたことと思います。今日はみなさん一人ひとりがこれまでの努力に自信を持ち、練習の成果を存分に

発揮しましょう。そして皆さん、体育館の方向に注目してください。今、皆さんの目に飛び込んでくる横断

幕は、美術部の皆さんが昨年の秋から制作を開始し、たくさん試行錯誤を繰り返しながら大運動会のために

作ってくださった、世界に一つだけの横断幕です。美術部の皆さん、これだけの作品をつくるのはすごくす

ごく大変だったと思います。本当にありがとうございました。美術部の皆さんに多くの拍手をお願いします。  

いよいよ、大運動会がスタートします。勝利を目指して全力を出し切ることはもちろんのこと、勝敗を超

えた団結や協力、友情も大事にし、今日の大運動会を最高の思い出にしましょう。 

 国際社会に生きるよき日本人の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、２年生のデンマーク体操へ。元気ではつらつとした動作は周囲を魅了するものでした。

音楽に合わせての動作はかなり体力を使うものだったと思います。そして、３年生の集団演技（創

作ダンス）も披露されました。本番の演技は圧巻の一言。様々なリズムの曲調に合わせ、一糸乱れ

ぬ動きはこれまた多くの人々を魅了しました。どちらの演技も、終了後はしばらく大きな拍手が続

くほど感動的なものでした。 

午前最後の種目は、学級対抗大縄跳び大会。各学級が毎日練習に取り組んできました種目です。 

「せーの」で呼吸を合わせ、一斉にジャンプ。学年が上がるにつれ、かけ声が大きくなり、ジャン

プの仕方にも工夫が見られました。１年４組、 

２年１組、３年１組がそれぞれ優勝しましたが、 

どのクラスもしっかりと練習の成果を出し切っ 

たようです。特に３年１組は、いきなり連続で 

９０回を超えるジャンプを見せ、観客の注目を 

集めました。  

午後は、各群の応援合戦からスタート。 

私も審査をさせてもらいました。審査表を見ながら応援の様子を目にし、知らず知らずのうちに

感動の涙に気づく。「もう少し見ていたいなあ」と思わずにはいられない時間でした。甲乙つけが

たいものであり、審査もかなり悩みました。応援団として群を引っ張った皆さん、本当にお疲れさ

までした。学年を超えての取組みということで、多くの課題、苦労があったことと思います。それ

を乗り越え、人々を感動させるすばらしい「作品」を作り上げてくれました。そして、各群の皆さ

んが、リーダーを支えるフォロワーとして協力的に活動したことも作品作りに大きく貢献したと

思います。一部の力だけでなく、全体の力でまとまったからこそあの感動は生まれたはずです。 

大運動会の最後は、リレー競技。やはり盛り 

上がります。熱いデッドヒートが繰り広げられ 

ました。それぞれ一生懸命に走る。その姿だけ 

でも見る価値があるのですが、私にはふと目が 

向く場面があります。走者を応援する姿、バト 

ンパスの様子、そして順位が決まった後も必死 

に前を追おうとするアンカーの走り。勝負以外 

にも感動の場面があります。先生方の走りも素敵でしたね。私も筋肉痛です（笑）。  

そして感動のフィナーレ。競技の優勝は１年２組、２年１組、３年１組。そして、応援合戦は青

群という結果でした。  

これまで、この大運動会を成功させようと取り組んで 

きた実行委員の皆さん、各係の皆さん、各群のリーダー 

の皆さん、本当にお疲れさまでした。 

この大運動会の取組みを、これからのさらなる活躍に 

つなげてほしいと思います。そして、一つ一つの取組み 

には、陰となって支えてくれる人たちもいることも知っ 

てもらいたいと思います。整備されたグラウンド、きれ 

いに引かれたライン、わかりやすく示された掲示物など 

も、大運動会の成功に貢献してくれています。大運動会の成功に尽力してくださった教職員の陰の

支えも紹介させていただきました。  

また、たくさんの温かいご声援をくださった保護者の皆様、地域の皆様方にもあらためて感謝申

し上げます。今後も、子どもたちの健全育成も踏まえ、桜馬場中学校の教育活動を応援していただ

きますよう心よりお願い申し上げます。   


